
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
   

＜概要 ※令和8年5月28日時点＞    問い合わせ先 日野市文化スポーツ課 ℡042-514-8465 

■ スマートフォンに「ひの健幸アプリ」などをダウンロードします 

■ 登録後から400ポイントを貯めてインセンティブ付与のアンケートに回答 

■ 条件達成した方に対し翌月10日頃を目途に電子クーポンを進呈 

■ 付与対象者は18歳以上の日野市在住・在勤・在学者 

■ 10,000人に達した時点で終了。（高齢者への上乗せは2,400人上限） 

原材料価格やエネルギーコストの上昇、人手不足などに苦慮する中小企業の雇用安定化や生産性向上

をサポートするため、都内多摩地域26市で初めてとなる支援金を創設しました。 

＜概要 ※令和8年5月28日時点＞     問い合わせ先 日野市産業振興課 ℡042-514-8437 

令和8年4月20日にリリースしたウォーキングアプリを活用し、健康増進に取り組む市民への一助とな

るよう、アプリダウンロード者全員に一人1,000円相当の電子クーポンを付与します。更に65歳以上の高

齢者には、導入促進と生活支援の取り組みとして更に1,000円分を上乗せ委します。 

令和8年第2回日野市議会定例会が6月1日から6月17日まで開催さ

れ、市長より提出された議案（物価高騰対応重点支援給付金などが盛り

込まれた令和８年度日野市一般会計補正予算含む）など、活発な議論が

交わされました。一般質問は22名の議員が壇上に立ちました。 

本定例会での審議事項や、一般質問で『島谷ひろのり』がピックアップ

した内容、トピックスも含め、以下、主な内容をご報告させて頂きます。 

■令和8年第１回定例会 議案等審議結果についての詳細は日野市議会ＨＰへ 
https://www.city.hino.lg.jp/shigikai/gian/1031031.html 日野市議会HP ページID 1031031 

 

Ⅱ．健康増進事業「ひの健幸（けんこう）アプリ」活用事業について  

Ⅰ．日野市内中小事業者に向けた賃上げ促進支援事業について  

2026 年 夏号 No.34 

■ひの健幸アプリのダウンロードはこちらから 
https://www.city.hino.lg.jp/fukushi/kenko/1030867.html 日野市HP ページID 1030867 
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□質問主旨  社会が成熟し市民の価値観も多様化する中で、日野市の公園を「点」

としてだけではなく「面的な機能性（ストック効果）」で捉え、地域の魅力を更に高め

よう！という課題認識で日野市と議論を交わしました。 

「ストック効果」とは…道路やダムなどの社会資本が整備されたあと、それらが

長期にわたり機能し続けることで生まれる中長期的な経済・生活の効果のこと 

●島谷ひろのり議員⇒ 地域によっては「子どもがボールで遊んでいたら注意を受けた」な

どボール遊び NG という公園が実在する。他にも、「遊具がボロボロ」「利用者を全く見かけな

い公園がある」など、市民の不満や心配の声をが多い実態。市の認識は？また、日野市内

の面積 1,000 ㎡以下の公園数の現状について、問う。 

◆日野市  公園等に関する市民からの要望件数は、令和 7 年度において 957 件。公園利用に関する要望は 109 件とな

っており、喫煙や放置自転車に関するものが多い。ボール遊びを制限すべき、とのご要望やご意見も寄せられている。 

面積が 1,000 ㎡未満の都市公園は市内 102 箇所（全体の 48.8％）実在している。 

●島谷ひろのり議員⇒ 狭い公園が実在することが問題の本質ではない。市民の幸福感を生み出す施設として、公園や

広場が有する「ストック効果」を引き出す「公園ストックマネジメント」計画策定の必要性について、市の認識を問う。 

◆日野市 日野市においても、将来的な人口減少などの社会情勢の変化に備え、指定管理者制度の導入をはじめとする

公園管理方法の抜本的な見直しや小規模公園の再編など、大きな方針転換について、検討を進める時期に差し掛かっ

ている。設備の老朽化や公園樹木の老木化・高木化問題と合わせ、どのような方法が適切か検討を進めて参りたい。 

 

 

□質問主旨  食物アレルギー対応は、アレルギーに悩む児童生徒の増加に伴い学校における重要課題の

一つである。 各学校における「栄養教諭」等の業務量の偏りを是正するよう、市に求めました。 

【栄養教諭の役割（一例）】  

■偏食、食物アレルギーなどの児童生徒に対する個別指導  

■学級担任等と連携して、集団的な食に関する指導  

■家庭・地域と連携した食に関する指導を推進するための連絡・調整  

「栄養教諭」等、管理栄養士の配置について(日野市自校調理方式の場合) 

■児童または生徒数 550 人未満の学校は「4 校に 1 名配置」 

■児童または生徒数 550 人以上の学校は「1 校に 1 名配置」 

国の配置規準（公立義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関する法律）  

●島谷ひろのり議員⇒ 日野市内小学校 17 校・中学校８校の全校に栄養教諭等、栄養士 1 名配置しており

国の基準は満たしているが、大規模校（概ね 800 人以上）は基準「550 名人」の倍近くの子どもたちや保護者

に目配りをする対応を日々こなしている実態。大規模校へ有資格者を追加する必要性について、日野市の見解

は？について、問う。 

◆日野市  現時点においては、東京都からの栄養士等の追加配当がない限り、大規模校に栄養士を複数配置する考え

はない。市教育委員会事務局に栄養士が２名在籍しており、各校の実情に応じて支援できる体制を整えていく。 

●島谷ひろのり議員⇒ 日野市内大規模校では、他の学校と比較し業務量が多いことは明確である。安心して

仕事・役割と向き合える体制強化の必要性について、粘り強く訴えていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ．島谷ひろのり一般質問（概要）  

〔２〕 学校給食アレルギー対応を、問う。（学校給食の公会計化、栄養教諭等配置について）  


